
Version 10 新機能概要



はじめに

• 本資料はRaySheet Version 10（2020年10月14日リリース）
の新機能の概要を説明するものです。



1. 業務効率を向上できる柔軟な書式設定

2. データ領域の幅にあわせて画面の横幅サイズを最適化

3. Community CloudにRaySheetPageを配置

4. ビューの初期表示速度の改善

5. 操作性改善

6. どこでもViewのJavaScriptインターフェースの追加

新機能一覧



条件付き書式の書式スタイルを追加して今まで以上に柔軟なスタイル設定を実現

1. 条件設定に数式を追加

状況を素早く把握
[出荷状況]、[出荷予定日]の状況によって
行の背景色を変更して優先度を明確化

入力ミスの防止
[商品区分]の設定値によってセルの背景色を
動的に変更して入力の要／不要を明確化

不要な入力 入力漏れ

数値の増減を素早く把握
セルの値が指定した基準値より
大きい／小さいをアイコンで明確化

2. 書式スタイルにアイコンを追加

1. 業務効率を向上できる柔軟な書式設定
基本利用

拡張利用

新機能



条件付き書式の変更点

• 基本デザインから書式ルールの管理画面を表示

• 書式ルールの設定を列単位（V9以前）からビュー単位の管理方式に変更

• 書式ルールの適用範囲に「すべてのセル」を追加して1行全体のスタイル変更が可能

• 書式スタイルに「数式」、「アイコンセット」を追加

書式ルールはビュー毎に
まとめて管理

書式を適用する範囲
特定のセルまたはすべての列
（1行全体）を指定可能

適用する書式スタイル
数式、アイコン、データバーなど
のスタイルを指定可能

1. 業務効率を向上できる柔軟な書式設定
基本利用

拡張利用

新機能

設定画面のアクセス方法
条件付き書式の設定画面には
基本デザインからアクセス



2. データ領域の幅にあわせて画面の横幅サイズを最適化

データ領域の幅にあわせて列ヘッダの表示形式を変更することが可能

基本利用

拡張利用

RaySheet V9以前
データ領域の幅に合わせると

ヘッダ文字は表示切れ

ヘッダの文字幅に合わせると
データ領域に無駄なスペース

列ヘッダの文字列は以下の表示形式に変更可能
• 折り返して全体を表示
• 縮小して全体を表示
• 縦書きで表示
• 文字列を任意の位置で改行

折り返し

改行 & 縮小 縦書き

縮小 & 縦書き

RaySheet V10

水平スクロール操作を最小限にする
レイアウトを実現可能

新機能



3. Community CloudにRaySheetPageを配置
拡張利用

改善項目

エクスペリエンスビルダーでコミュニティページにRaySheetPageを配置可能

• Community CloudでRaySheetの一覧を簡単に利用できるので社外との情報共有にも素早く対応

RaySheetで一覧を作成

RaySheetPage Designerで画面設定

コミュニティページにRaySheetPageを配置
1

2

3

RaySheetPage
コンポーネントを配置



Salesforceサーバから取得するレコードの最大数を指定することが可能

• 取得するレコード数が最大数に達した時点でレコード取得処理を完了

• レコード取得処理の時間短縮によりビューの描画処理の開始タイミングを早めることが可能
※Salesforceサーバに登録されているレコードの分布状況やデータ絞り込み条件によってレコード取得処理の

完了時間にばらつきが発生する可能性があります。

Salesforce
サーバ

RaySheet V9以前
100,000件全件を取得

RaySheet V10
指定した件数を取得 (※)

氏名 部署 役職

上村 宣男 製造部 部長

森岡 聡美 生産部 課長

…

岸本 和久 商品企画部 主任

取引先責任者

取引先責任者
登録レコード数
100,000件

※ 取得するレコード数は次の3パターンを指定可能
• ページサイズと同じ：1ページに表示するレコード件数分のみを取得
• 10,000： 10,000件のレコードを取得
• 無制限：登録されている全レコードを取得

レコード取得処理 ビューの描画処理

[高度なデザイン]-[拡張]
から設定可能

指定した最大数以上のレコードが
存在する場合はアイコンで通知

4. ビューの初期表示速度の改善
基本利用

拡張利用

改善項目

レコード取得処理時間を短縮



列設定のデザイン改善

• ワーク列、数式列の追加操作UIを統一

• ワーク列の共有状況が把握できるようにフォルダで区分け

• 追加した数式列を基本デザインの左エリアのツリーに表示

ワーク列の追加

RaySheet V9 RaySheet V10

数式列の追加

5. 操作性改善
基本利用

拡張利用

改善項目

ワーク列の共有状況を
フォルダで区分け

数式列の追加

ワーク列の追加



ルックアップ項目を自動で関連付けができない場合はアイコンで通知
関連付けする候補データが存在しない

関連付けする候補データが複数存在する

アイコン通知によりレコード保存前に
不適切なデータをすぐに把握できます。

データが登録
されていない

複数のデータが
登録されているExcelデータ

貼り付け

5. 操作性改善
基本利用

拡張利用

改善項目



2つのショートカットキーを追加

1. 未保存のレコードを保存 2. 新しいブラウザタブで開く

Ctrl S+
Ctrl +リンクをクリック

ルックアップ項目の画面遷移を無効化

誤操作による画面遷移の防止
OFFするとリンクをクリックしても画面遷移しない

クリック

意図せずにリンクをクリックして
レコードページに画面遷移

5. 操作性改善
基本利用

拡張利用

改善項目



どこでもViewで次のJavaScript APIが利用可能

① RaySheetのレコード保存時のイベントハンドラ

② RaySheetのレコード削除時のイベントハンドラ

Visualforceページ

6. どこでもViewのJavaScriptインターフェースの追加
拡張利用

新機能

進行中の商談

商談名 金額 フェーズ

1 PG-0773 - 半田液化ガス株… ¥1,200,000

2 FG-5336 - 平和エーシー株… ¥850,000 商談成立

3 RT-0004 - 狭山ホールディ… ¥2,300,000 失注

4 BT-7228 – 谷町トータル株… ¥1,500,000

成立商談

商談名 金額

1 MK-0131 - … ¥1,200,000

2 FG-0831 - … ¥950,000

3 TU-6114 - … ¥2,600,000

4 TS-8791 - … ¥340,000

レコード保存時のイベントハンドラ

使用例：
別のRaySheetのレコード再読み込み処理を実行

フェーズを変更して
レコードを保存

失注商談

商談名 金額

1 DI-9081 - … ¥1,650,000

2 GF-8163 - … ¥550,000

3 RT-8121 - … ¥2,000,000

4 PG-7152 - … ¥1,000,000

成立／失注に変更された
商談レコードの再読み込み最新データを表示
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